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ＭＩＴＡ総会開催報告

定
例
総
会
を
岡
山
市
内
で
開
催
〈
２
０
１
６
年
６
月
１
日
〉

議長を務める岡﨑副会長会場の様子 ジェトロ海外調査部大洋州課　蒲田亮平氏
講演の様子

開会挨拶をする伊原木会長

　

総
会
で
は
、
岡
﨑
副
会
長
（
岡
山
商
工
会
議
所
連

合
会
会
長
）
が
議
長
を
務
め
、
役
員
異
動
の
報
告
に

続
き
、
顧
問
の
承
認
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
案
及
び
収
支

予
算
案
に
つ
い
て
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
海
外
調

査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課
の
蒲
田
亮
平
氏
に
「
東
南
ア

ジ
ア
の
貿
易
動
向
と
広
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
最
新
動
向
」
と
題

し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
概
要
と
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

６
月
１
日
、
岡
山
市
内
の
メ
ル
パ
ル
ク
岡
山
で
、
第
19

回
の
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
来
賓
、
会
員
を
合
わ
せ
て
１
３
４
名
の

方
々
の
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
挨
拶
で
、
伊
原
木
会
長
（
岡
山
県
知
事
）

は
、
「
私
は
知
事
選
に
挑
ん
だ
と
き
か
ら
、
ま
ず
水
島

が
岡
山
県
の
産
業
に
と
っ
て
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
海

の
玄
関
口
で
あ
る
水
島
港
も
同
じ
く
大
切
で
あ
る
、

と
い
う
こ
と
を
唱
え
て
き
た
。
知
事
就
任
後
は
、
水
島

港
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
玉
島
ハ
ー

バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
に
新
た
に
穀
物
関
連
企
業
が
立
地

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
成
果
の
一
つ
だ
。
水

島
・
玉
島
の
今
後
の
発
展
に
と
っ
て
大
き
な
投
資
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県
は
県
で
し
っ
か

り
や
り
、
国
に
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
国
に
き
ち
ん
と

お
願
い
を
し
て
い
く
。
国
も
い
ろ
い
ろ
と
予
算
制
約
が

あ
る
中
で
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
緊
急
性
に
着
目

し
、
推
進
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
空
の
窓
口
で
あ
る
空

港
も
海
の
窓
口
で
あ
る
港
も
、
多
く
の
人
が
利
用
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
、
よ
り
便
利
に
な
り
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

が
開
け
て
く
る
。
絶
え
ず
変
化
し
て
い
く
の
が
港
の
宿

命
だ
が
、
我
々
は
ぜ
ひ
、
水
島
港
を
好
循
環
で
回
し

て
い
き
た
い
し
、
そ
の
環
境
は
整
っ
て
い
る
。
油
断
を
せ

ず
に
き
ち
ん
と
努
力
し
、
水
島
港
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
。
」と
述
べ
ま
し
た
。



ＭＩＴＡ中国ポートセールス実施報告

上海市交通委員会（旧 港口管理局）に知事親書を手交

中国建博会（広州）を視察中国建博会（広州）会場となった国際展示場

中
国
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施
〈
２
０
１
６
年
７
月
９
日
〜
12
日
〉

ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に
、
水
島
港
の
集
荷
対
策
等
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
を
行
い
、
今
後
一
層
の
水
島
港
の

利
用
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
～
12
日
の
４
日
間
、
香
港
及
び
中
国
（
広

州
市
、
上
海
市
）
に
お
い
て
、
水
島
港
国
際
物
流
セ
ン

タ
ー(
株)
の
杉
副
社
長
を
団
長
と
す
る
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
訪
問

団
10
名
で
、
水
島
港
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

訪
問
団
は
、
岡
山
県
木
材
関
連
企
業
が
ヒ
ノ
キ
製

品
等
の
販
路
拡
大
を
目
的
に
出
展
し
た
広
州
市
の
建

博
会
を
視
察
し
、
そ
の
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
、
現
地
物
流
企
業
や
ジ
ェ
ト
ロ
広
州
及
び
日
中
経

済
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
招
き
、
情
報
交
換
や
水
島
港
利

用
の
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
海
港
を
管
理
す
る
上
海
市
交
通
委
員
会

を
表
敬
訪
問
し
、
知
事
親
書
を
手
交
し
、
上
海
港
と

の
交
流
促
進
に
つ
い
て
お
互
い
に
協
力
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
香
港
で
は
香
港
日
本
通
運
総
合
物
流
セ

ン
タ
ー
の
巨
大
な
倉
庫
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
上
海
市
内
で
は
神
原
汽
船
（
中
国
）
船
務
有
限

公
司
、
上
海
民
生
輪
船
有
限
公
司
を
訪
問
し
、
水
島

港
の
利
用
促
進
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
上
海
市
内
で
は
、
船
会
社
等
を
招
い
て

「
水
島
港
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
セ
ミ

ナ
ー
で
は
水
島
港
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、
水
島
港
の
機
能

強
化
や
整
備
状
況
等
の
説
明
に
よ
り
利
便
性
を
ア



会議風景（津山市）

　

水
島
港
の
利
用
促
進
と
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し

て
、
平
成
28
年
９
月
、
当
社
主
催
に
よ
り
倉

敷
市
児
島
で
岡
山
県
内
の
ア
パ
レ
ル
関
係

事
業
者
の
方
々
と
、
ま
た
津
山
市
で
木
材

関
係
事
業
者
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

  

意
見
交
換
会
に
は
、
県
林
政
課
・
県
港
湾

課
・
倉
敷
市
・
津
山
市
の
各
担
当
者
や
港

運
会
社
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

  

こ
の
中
で
、
「
今
回
初
め
て
、
水
島
港
に
韓

国
、
中
国
、
台
湾
等
を
結
ぶ
コ
ン
テ
ナ
航
路

が
あ
る
こ
と
や
便
数
を
知
っ
た
」
、
「
神
戸

港
と
比
較
し
て
水
島
港
は
船
賃
が
高
い
の

で
は
」
、
「
水
島
港
利
用
の
場
合
の
料
金
提

示
が
あ
れ
ば
比
較
検
討
し
た
い
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業

界
や
事
業
者
の
取
組
状
況
な
ど
貴
重
な
情

報
交
換
も
で
き
て
、
有
意
義
な
意
見
交
換

会
と
な
り
ま
し
た
。

  

県
内
の
事
業
者
の
方
々
で
あ
っ
て
も
、
ま

だ
ま
だ
水
島
港
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
水
島
港
の
Ｐ
Ｒ
や

情
報
提
供
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

  

今
後
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
業
界
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
い
、
水
島
港
の
利
用
促
進

と
Ｐ
Ｒ
を
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
(

水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
）

「 水島港のコンテナ貨物の利用について 」アンケート調査を実施しました！

〈アンケート調査結果〉　水島港のコンテナ貨物の取扱量は、近年、大きな増

減はなくほぼ横ばいの状況が続いています。

　このため、コンテナ貨物の取扱量の増加を目的にし

て、当社では水島港をさらに利用していただくための

対策に取り組んでいるところです。

　その一環として、本年７月に、県内の輸出入に関わ

る企業298社を対象に「水島港のコンテナ貨物の利用

について」アンケート調査を実施しました。

　１０７社(36％)から回答をいただきましたが、その結果

は右図のとおりでした。

　この結果、コンテナでの輸出入取引を行っている企

業は約50％で、このうち水島港のみを利用している企

業は25％であることが分かりました。他港を利用してい

る企業(45％)と複数回答の企業(22％)を合わせると、

70％近くの企業が他港を利用している実態も明らかになりました。

  現在、このアンケート結果を基に、コンテナ貨物を扱う船舶代理店と連携しながら企業を訪問し、水島港の最新情報

をお伝えするとともに、水島港の利用についてお願いしているところです。

  当社は、水島港の港湾運営会社として岡山県から指定を受け、水島港国際コンテナターミナルの管理運営を行って

います。このコンテナターミナルは、国際コンテナ貨物を取り扱うために整備された県内で唯一のターミナルです。

コンテナ貨物の輸出入に当たっては、是非ともご利用の検討をお願いします。　(水島港国際物流センター)

～水島港国際物流センター主催～

県内の輸出入に係る企業との意見交換会について

会議風景（倉敷市）

 

取引あり
49%

今後予定
2%

取引なし
49%

水島港以外を利用
45%

複数回答
22%

水島港利用
25%商社

8%

❶コンテナ輸出入の取引について
取引あり 52社（49%）
取引なし 53社（49%）
今後予定あり

合計

2社（2%）

107社

❷コンテナ輸出入港について
水島港利用 15社（25%）
水島港以外 27社（45%）
商社任せで把握していない

合計

5社（8%）

60社

複数回答 13社（22%）



韓国での展示商談会の商談状況

韓国アンテナショップ外観同 展示販売状況

等
を
目
的
と
し
た
常
設
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設

し
、
県
は
津
山
市
と
連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
国
で
は
日
本
の
建
築
基
準
法
に
当
た
る
改
正
作

業
中
の
「
木
構
造
設
計
規
範
」
に
日
本
産
樹
種
や
軸

組
構
法
の
追
加
が
見
込
ま
れ
、
韓
国
に
お
い
て
も
ヒ
ノ

キ
に
対
す
る
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
国

へ
の
輸
出
量
は
増
加
傾
向
で
推
移
す
る
と
見
込
ん
で

お
り
、
今
後
も
木
材
業
界
の
輸
出
に
対
す
る
効
果
的

な
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
岡
山
県
林
政
課
）

　

岡
山
県
は
美
作
地
域
を
中
心
に
、
西
日
本
有
数
の

木
材
集
積
・
加
工
地
と
し
て
発
展
し
て
お
り
、
ヒ
ノ
キ

の
素
材
生
産
量
は
平
成
24
年
度
か
ら
４
年
連
続
で
日

本
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々
、
利
用
可
能
な
森
林
資

源
は
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
住
宅
着
工
戸
数
の
減
少

に
伴
う
木
材
需
要
の
低
迷
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
、
新
た
な
木
材
需
要
の
創
出

を
目
的
に
、
県
内
の
木
材
団
体
が
取
り
組
む
海
外
へ

の
販
路
拡
大
の
取
組
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

(

一
社)

岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
は
、
平
成
24
年

度
、
輸
出
に
関
心
が
あ
る
会
員
企
業
を
対
象
に
「
岡

山
県
産
材
販
路
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
岡
山
県

で
は
輸
出
促
進
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
、
中

国
・
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
住
宅
建
材
の
展
示
商
談
会

へ
の
出
展
等
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
展
示

商
談
会
を
契
機
に
輸
出
を
開
始
し
、
製
造
施
設
の
増

強
を
図
っ
た
企
業
も
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
協
議
会
へ

の
新
規
加
入
、
展
示
商
談
会
へ
の
参
加
企
業
も
増
え

て
お
り
、
輸
出
に
対
す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
津
山
圏
域
の
木
材
産
業
関
連
業
者

が
組
織
す
る
「
美
作
材
輸
出
振
興
協
議
会
」
が
平
成

27
年
９
月
に
設
立
さ
れ
、
本
年
度
、
ヒ
ノ
キ
人
気
が

高
い
韓
国
に
お
い
て
販
路
開
拓
の
強
化
、
市
場
調
査

中国・韓国で高い人気
～岡山県産材の海外への販路開拓の取組み～

MITAとしても、今後の木材輸出動向を注視し、可能な限りの支援をしていきます。



ＭＩＴＡポートニュース特集

コ
ス
ト
安

１
週
間
程
度

コ
ス
ト
高

最
速
２
日
で
店
頭
に

船　

便

空　

輸

約
７
０
０
円

約
１
８
０
０
円
～
５
６
０
０
円

台
湾
産

岡
山
産

◎
ピ
オ
ー
ネ
の
鮮
度
の
維
持

◎
香
港
に
お
け
る
ぶ
ど
う
の
価
格

高松農業高等学校

廣田耕治先生

「
岡
山
産
ピ
オ
ー
ネ
を
コ
ン
テ
ナ
貨
物
で
輸
出
！
」も
夢
で
は
な
い 

〜
農
業
高
校
で
水
島
港
を
考
え
る
〜

●
水
島
港
は
農
業
と
共
存
す
る
時
代
へ

【
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
】
黒
木
亮
作
「
鉄
の
あ
け
ぼ
の
」
と
い
う
経
済
小
説

が
あ
る
。
経
済
大
国
・
日
本
を
創
り
出
し
た
男
、
川
崎
製
鉄

（
現
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
）
社
長
の
西
山
弥
太
郎
を
描
い
た
作
品

は
、
水
島
に
製
鉄
所
を
建
設
し
た
経
緯
を
生
々
し
く
描
い
て

お
り
、
そ
れ
が
岡
山
県
を
「
農
業
県
か
ら
工
業
県
」
へ
と
変
え

た
出
発
点
で
も
あ
っ
た
。
水
島
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
重
要
な
機
能

と
し
て
水
島
港
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
岡
山
県
民
の
所

得
を
大
き
く
底
上
げ
し
た
。

【
廣
田
】
私
は
北
九
州
市
の
門
司
の
出
身
で
海
峡
の
街
、
門

司
港
を
見
て
育
ち
ま
し
た
。
か
つ
て
は
東
洋
一
の
貨
物
量
で

活
気
が
あ
り
、
九
州
鉄
道
起
点
の
街
と
し
て
賑
や
か
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
今
で
は
門
司
港
レ
ト
ロ
で
観
光
地
と
な
り
ま
し

た
が
、
や
は
り
「
港
」
は
地
域
の
産
業
と
結
び
付
い
て
モ
ノ
が

動
い
て
繁
盛
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

【
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
】
岡
山
県
は
、
農
業
県
か
ら
工
業
県
へ
の
脱
皮
を

目
指
し
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
既
に
半
世
紀
余
の
歳
月

が
流
れ
た
が
、
今
、
水
島
港
は
農
業
と
向
き
合
い
、
共
に
協

力
す
る
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
の
モ
デ
ル
的
な
事
例
が
県
産
青
果
物
の
輸
出
、
特
に

桃
や
ピ
オ
ー
ネ
の
海
外
販
売
で
あ
る
。

●
ピ
オ
ー
ネ
を
売
り
込
む
動
き

【
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
】
県
内
ピ
オ
ー
ネ
の
作
付
面
積
・
生
産
量
が
最
も

多
い
「
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
」
は
、
海
外
販
売
を
目
指
し
て
選
果
場
を

８
ヶ
所
か
ら
２
ヶ
所
に
集
約
し
て
効
率
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

選
果
員
が
代
わ
っ
て
も
ぶ
ど
う
の
色
付
き
な
ど
で
同
じ
等
級

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
機
械
化
も
進
め
た
。
２
０
１
６
年
の

海
外
へ
の
売
り
込
み
目
標
を
13
億
５
千
万
円
と
掲
げ
、
福
岡

市
中
央
卸
売
市
場
に
自
慢
の
ピ
オ
ー
ネ
を
出
荷
し
、
香
港
へ

の
輸
出
実
績
の
あ
る
福
岡
大
同
青
果
と
手
を
組
ん
で
海
外

に
打
っ
て
出
た
。

10
月
初
め
に
は
、
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
と
Ｊ
Ａ
あ
し
ん
は
合
同
で
視

察
団
を
派
遣
し
、
香
港
で
の
ピ
オ
ー
ネ
の
売
り
込
み
に
取
り

組
ん
だ
。
そ
こ
で
見
た
の
は
価
格
で
あ
る
。
台
湾
産
の
８
倍
の

値
段
で
も
売
れ
る
。
品
質
に
満
足
し
て
、
買
っ
て
も
ら
え
る

香
港
の
市
場
は
魅
力
的
だ
。
び
ほ
く
農
協
ぶ
ど
う
生
産
部

会
も
「
単
価
を
底
上
げ
し
た
い
」
と
い
う
の
が
本
音
の
よ
う

だ
。
輸
送
・コ
ス
ト
・
棚
持
ち
の
問
題
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
日

本
の
人
口
が
減
少
す
る
時
代
に
「
輸
出
は
重
要
」
と
断
言
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
鮮
度
を
保
ち
な
が
ら
い
か
に
輸
送
で
き

る
か
が
一
番
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
、

安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

【
廣
田
】
農
業
高
校
で
は
、
自
分
た
ち
で
値
段
が
付
け
ら
れ

る
立
場
（
価
格
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）
に
な
れ
る
よ
う
に
と
指
導
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
自
分
で
育
て
た
作
物
の
価
値

を
自
分
で
お
客
様
に
説
明
で
き
な
い
と
い
け
な
い
し
、
そ
う

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う
た
め
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
や
県
内
各
所
の
催
し
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う

し
た
経
験
が
、
卒
業
後
、
価
格
交
渉
は
難
し
い
も
の
で
は
な

い
と
い
う
印
象
を
持
た
せ
、
抵
抗
感
無
く
価
格
提
示
で
き
る

人
材
育
成
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
「
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
」
の
挑
戦
は

農
業
高
校
の
生
徒
に
と
っ
て
も
注
目
に
価
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

●
水
島
港
か
ら
ピ
オ
ー
ネ
を
輸
出
す
る
こ
と
が
夢

【
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
】
岡
山
県
農
林
水
産
部
対
外
戦
略
推
進
室
の
西

田
豊
室
長
は
、
「
２
０
１
５
年
、
日
本
全
体
の
ぶ
ど
う
の
輸
出

は
約
９
０
０
㌧
あ
り
、
そ
の
４
割
が
岡
山
産
。
岡
山
産
は
台

湾
へ
２
３
８
㌧
、
香
港
へ
１
０
４
㌧
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
」
と
現

状
を
話
す
。
東
京
や
大
阪
の
市
場
に
出
荷
さ
れ
た
も
の
が

台
湾
や
香
港
の
業
者
に
買
い
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
生
産

者
番
号
を
付
け
た
箱
詰
め
の
ピ
オ
ー
ネ
を
香
港
の
果
物
屋

の
店
頭
で
見
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
何
と

か
改
善
で
き
な
い
か
。
西
田
室
長
は
「
岡
山
県
に
は
、
生
産

者
は
い
る
が
業
者
が
い
な
い
」
と
ビ
ジ
ネ
ス
化
の
課
題
を
指
摘

す
る
。
７
月
、
今
年
か
ら
就
航
し
た
岡
山
・
香
港
線
の
旅
客

機
の
貨
物
室
を
利
用
し
て
果
物
の
輸
出
実
験
を
実
施
し
て

成
功
し
た
。
岡
山
空
港
や
水
島
港
を
県
産
ぶ
ど
う
や
桃
の

輸
出
に
役
立
て
る
取
り
組
み
が
待
た
れ
る
。

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
次
々
と
巨
大
物
流
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
両
備
ト
ラ
ス
ポ
ー
ト
カ
ン
パ
ニ
ー
、
カ
ン
パ

ニ
ー
長
の
田
邉
学
さ
ん
は
「
台
湾
や
香
港
で
の
販
売
者
（
輸

入
者
）
が
見
つ
か
れ
ば
、
喜
ん
で
貿
易
代
行
サ
ー
ビ
ス
で
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
」と
語
る
。

【
廣
田
】
農
業
高
校
の
現
場
で
も
起
業
し
て
い
る
事
例
が
全

国
で
見
ら
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
会
社
の
設
立
、
従
来
の
農

業
教
育
の
枠
を
超
え
た
販
売
活
動
を
す
る
事
例
が
あ
り
ま

す
。
本
校
は
合
同
会
社
「
高
農
く
す
の
き
カ
ン
パ
ニ
ー
」
を
設

立
し
ま
し
た
が
、
福
岡
農
業
高
校
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
で
内

部
留
保
を
厚
く
し
て
い
る
。
青
森
県
の
五
所
川
原
農
林
高

校
は
模
擬
会
社
を
設
立
し
て
日
立
の
情
報
シ
ス
テ
ム
で
農
場

の
管
理
を
し
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
リ
ン
ゴ
を
海
外
へ
売
り
込

も
う
と
し
て
い
る
。
高
校
生
に
と
っ
て
食
物
検
疫
は
ア
ル
プ
ス

山
脈
の
よ
う
に
立
ち
は
だ
か
る
も
の
だ
が
、
今
後
は
海
外
へ

目
を
向
け
る
若
者
が
着
実
に
増
え
る
と
思
う
。
米
国
の
コ
ン

テ
ス
ト
で
日
本
の
牛
肉
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
「
鮮
度
」
「
良
質
」を
堅
持
し
て
海
外
展
開
す
る
こ
と
が
Ｔ

Ｐ
Ｐ
へ
の
対
策
で
あ
り
農
家
の
収
益
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

「
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
」
の
ピ
オ
ー
ネ
の
挑
戦
も
道
を
拓
く
も
の
と
期

待
し
て
い
る
。

【
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
】
「
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
」
が
持
ち
込
ん
だ
福
岡
市
場
。
博

多
港
か
ら
は
、
青
果
物
の
呼
吸
作
用
を
抑
え
る
Ｃ
Ａ
コ
ン
テ

ナ
（※

注
１
）
を
用
い
て
イ
チ
ゴ
の
高
級
品
種
「
あ
ま
お
う
」
を
台

湾
に
輸
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
水
島
港
の
新
規
の

集
荷
に
参
考
（※

注
２
）
と
な
ろ
う
。

【
廣
田
】
総
社
で
は
赤
米
に
取
り
組
む
「
レ
ッ
ド
ラ
イ
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
」
、
岡
山
市
御
津
町
の
「
み
つ
の
里
」
な
ど
米
に
取
り
組

む
事
業
所
が
あ
る
。
生
産
者
と
物
流
業
者
、
販
売
者
が
連

携
し
て
収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
海
外
に
売

る
こ
と
が
重
要
で
、
こ
の
生
・
配
・
販
の
連
携
の
な
か
に
水
島

港
が
位
置
付
け
ら
れ
る
か
が
勝
負
。
農
業
現
場
に
は
い
く
ら

で
も
農
畜
産
物
・
加
工
品
の
貨
物
は
あ
る
の
だ
か
ら
。
学
校

現
場
で
農
業
す
る
こ
と
や
経
営
感
覚
を
持
っ
た
人
材
育
成

に
努
め
て
い
る
が
、
卒
業
し
て
自
分
が
育
て
た
作
物
を
ど
の

よ
う
に
販
売
す
る
か
を
最
初
か
ら
全
て
を
そ
の
子
に
任
せ
て

も
成
功
し
ま
せ
ん
。
レ
ー
ル
を
敷
い
て
も
ら
う
と
い
う
か
、
助

走
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
驚
く
ほ
ど
伸
び
ま
す
。
学

校
近
く
の
Ｊ
Ｒ
備
中
高
松
駅
近
く
で
、
商
社
勤
務
を
辞
め
て

イ
チ
ゴ
農
家
を
始
め
た
人
が
い
ま
す
。
イ
チ
ゴ
１
粒
が
数
百

円
、
そ
れ
を
輸
出
し
て
い
ま
す
。
自
身
が
商
社
マ
ン
、
友
達
も

商
社
マ
ン
、
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
は
無
限
の
可
能
性
を
持
っ
て

い
て
、
こ
う
し
た
周
辺
の
変
化
や
新
た
な
取
り
組
み
が
刺
激

と
な
っ
て
、
輸
出
に
も
挑
戦
す
る
で
し
ょ
う
。
人
口
減
少
時

代
、
国
内
消
費
は
増
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
水
島
港
か

ら
岡
山
の
自
慢
の
農
畜
産
物
を
輸
出
し
た
い
で
す
ね
。

【
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
】
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

注
１
：
Ｃ
Ａ
コ
ン
テ
ナ
（Co

n
tro

lled
 A

tm
o
sp

h
ere

）

水
島
港
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
考
え
る
う
え
で
、新
し
い
視
点
か
ら
港
を
見
つ
め
て
み
た
い
。そ
の一つ
が「
農
業
の
視
点
」

で
あ
る
。農
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
は
水
島
港
に
と
っ
て
も
共
存
の
可
能
性
と
い
う
チ
ャ
ン
ス
を
生
む
か
も
し
れ
な
い
か
ら
だ
。

今
回
は「
農
業
高
校
で
水
島
港
を
考
え
る
」で
あ
る
。岡
山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校
農
場
長
の
廣
田
耕
治
先
生
と
考
え
た
。

自分たちが作った農畜産物を生徒自らが販売する。

【
参
考
】
Ｒ
Ｓ
Ｋ
イ
ブ
ニ
ン
グ
ニ
ュ
ー
ス
特
集
「ぶ
ど
う
で
勝
負
」
（
平
成
28
年
10
月
６
日
、
７
日
放
送
）

※

注
２
：
博
多
港
長
期
構
想
～
ア
ジ
ア
の
中
で
輝
き
を
放
つ
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
み
な
と
づ
く
り
～

青
果
物
の
呼
吸
作
用
が
品
質
低
下
の
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、
呼
吸
を
抑
え
る
よ
う
に
、
コ
ン

テ
ナ
内
の
環
境
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
運
ぶ
こ
と
で
鮮
度
保
持
が
可
能
。

リ
ン
ゴ
の
呼
吸
量
「
冷
却
（
０
℃
）
貯
蔵
」
１
／
10
、
「
Ｃ
Ａ
貯
蔵
」
１
／
20
。

平
成
24
年
８
月
に
博
多
港
長
期
構
想
検
討
委
員
会
が
策
定
。
将
来
像
と
戦
略
を
「
物
流
」

「
人
流
」
「
環
境
」
の
観
点
か
ら
示
す
。
特
に
、
物
流
で
は
、
「
ア
ジ
ア
・
世
界
へ
と
つ
な
が
る
元
気

な
み
な
と
」
と
な
る
た
め
の
方
策
と
し
て
個
性
的
な
物
流
戦
略
、
九
州
の
産
業
を
応
援
す
る

港
と
な
る
た
め
イ
チ
ゴ
（
あ
ま
お
う
）
、
な
し
、
ぶ
ど
う
、
温
州
ミ
カ
ン
、
コ
メ
、
水
産
加
工
品
、

牛
乳
等
の
扱
い
を
位
置
付
け
て
い
る
。
（
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
の
全
国
シ
ェ
ア
19
％
を
目

指
す
）



Ａ
に
対
す
る
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
、
水
島
港
の
発
展
の

た
め
要
望
活
動
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

発
行
者
＝
水
島
港
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ド
協
議
会

〒
7
0
0
-8
5
7
0
　
岡
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日

MITA要望活動

水島港国際物流センターのコンテナ補助制度の紹介

国
へ
の
要
望
活
動
を
実
施

コ
ン
テ
ナ
貨
物
の

　
輸
出
経
費
補
助
制
度
に
つ
い
て

今号の表紙 平成28年10月17日に開催された地方港湾審議会の様子です。水島港の港湾計画の一部変更について審議会に諮り｢原案は適当
である｣と議決されました。詳細はこちらからご覧ください。 【岡山県ホームページ　http://www.pref.okayama.jp/page/420290.html】

中国地方整備局での
要望活動の様子

国土交通省菊地港湾局長への
要望活動の様子ＭＩＴＡ要望書

①
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
と
し
て
の
整
備
促
進

②
玉
島
東
航
路
の
整
備
促
進

③
備
讃
瀬
戸
航
路
の
航
行
環
境
改
善

④
埠
頭
の
円
滑
な
管
理
の
た
め
の
施
設
整
備

　

支
援
制
度
の
創
設
（
玉
島
ハ
ー
バ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
４
号
埠
頭
）

　

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
で
は
国
土
交
通
省
に
対
し
要
望

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
７
月
28
日
、
丹
田

要
望
団
長
（
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社
西

日
本
製
鉄
所
倉
敷
地
区
総
務
部
長
）
以
下

17
名
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ａ
要
望
団
は
、
国
土
交
通
省

中
国
地
方
整
備
局
川
嶋
副
局
長
他
９
名
の

幹
部
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
丹

田
団
長
が
各
要
望
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
川
嶋
副
局
長
か

ら
は
、
「
地
域
経
済
へ
の
貢
献
度
も
極
め
て
高

い
水
島
港
の
重
要
性
に
鑑
み
、
今
後
も
整
備

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
の
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
４
日
に
は
、
17
名
か
ら
な
る
Ｍ

Ｉ
Ｔ
Ａ
要
望
団
が
、
顧
問
で
あ
る
橋
本
岳
衆

議
院
議
員
に
同
行
い
た
だ
き
、
国
土
交
通
省

本
省
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
丹
田
団
長
が
菊
地
港
湾
局
長
に

直
接
要
望
書
を
手
渡
し
、
要
望
項
目
の
内

容
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
武
藤
国
土
交
通
事
務
次
官
、
田

端
国
土
交
通
審
議
官
、
毛
利
国
土
交
通
審

議
官
な
ど
に
も
そ
れ
ぞ
れ
要
望
書
を
直
接

手
渡
し
ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
衆
議
院
・
参
議
院
両
議
員
会
館

に
お
い
て
県
選
出
国
会
議
員
の
方
々
に
対
し

て
要
望
内
容
を
お
伝
え
し
、
今
後
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ

是
非
ご
連
絡
、
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

　

水
島
港
国
際
物
流
セ
ン

タ
ー
㈱
で
は
、
水
島
港
国
際
コ

ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利
用
増

加
を
目
指
し
、
会
社
独
自
の

補
助
制
度
を
創
設
し
て
営
業

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

海
外
で
の
販
路
拡
大
を
目

的
と
し
て
、
岡
山
県
内
の
事
業

者
が
共
同
し
て
、
中
国
や
韓

国
で
開
催
さ
れ
る
見
本
市
や

展
示
会
に
出
展
す
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。

  

そ
こ
で
、
同
社
で
は
、
製
品

サ
ン
プ
ル
の
輸
送
費
用
を
補
助

す
る
制
度
を
創
設
し
、
利
用

を
幅
広
く
働
き
か
け
て
い
ま

す
。
商
談
が
成
功
し
、
将
来
、

製
品
等
を
輸
出
す
る
事
と

な
っ
た
場
合
に
、
水
島
港
を
利

用
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
狙
っ
た
も
の
で
す
。

　

海
外
へ
の
新
た
な
事
業
展
開

を
ご
計
画
の
際
に
は
、
同
社
へ

輸出経費補助制度の概要
●補助対象

専ら岡山県内の事業者で組織する団体が、水島港の国際コンテナ航路を利用して、海外で開催される

見本市や展示会に製品等をコンテナで輸出した場合、当該団体に対して輸出経費の一部を補助

●補助期間

平成２８年７月１日～平成３１年６月３０日までの３年間

●補助金額

事業者団体が負担した経費の半額（ただし、１コンテナ当たり１０万円が限度）

水
島
港
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー
㈱

電
話 

０
８
６-

５
２
３-

６
２
１
１

要
望
項
目
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